青明舎　　フェイスシート

平成19年　7月　23日　担当：馬渡　道伸　　　　　　　　　　

	登　録　者
	氏　名　　東山　昇　様　　　男・女　　　　昭和　30　年　1月　21日生（52歳）

	
	〒031-0003　住　所　八戸吹上2丁目22-54　3号　　　　　　　　電話0178-46-3938　　　　　

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	　　　なし　　

	
	発症時期
	　昭和60年3月頃（30歳時）
	罹 患 期 間
	約22年

	
	入院回数
	5回
	延べ入院年数
	　約　9年　8ヶ月

	医療機関
	　青南病院　　（主治医　川端Dr）
	外来受診日
	火曜日（2週1回　）

	医療区分
	国保（本人）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	2，500円
	　精神（　2級）

	経済状況
	年金
	障害基礎年金2級　　（月額　約6.6万円）

	
	その他
	給料約6万　　　　　　借金(7万円)

	障害程度区分
	　見審査
	負担上限月額
	0円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	一般就労　(清掃会社)

	住まいの場
	　アパート

	登録年月日
	H9年7月19日
	身長
	161cm
	体重
	64kg

	最終学歴
	八戸工業大学第一高等学校　卒業
	免許・資格
	なし

	職　歴
	昭和48年4月～昭和50年12月　東京都江東区大洋化学工場

平成元年3月～11月　　　　　　中央塗装（ペンキ屋）　

平成8年3月～6月20日　      畑中造園

平成13年頃～現在　　　　　　　清掃業
	

	保　護　者
	氏名　　梶間　正子　様　　　　　　　続柄　　　妹　　　（同居　・否）

	利用目的

・地域での生活をしながら、自分らしい生活をすることが出来るようになる。

	入院・治療歴　初診日（）

昭和60年3月15日頃～昭和60年5月10日　　　　入院　　  　　三沢聖心会病院

昭和60年5月10日頃～昭和61年5月20日　　　　入院　　　  　八戸汐入病院

昭和61年5月21日～平成元年7年31日　　　 　　入院　　　　　青南病院

平成3年10月31日～平成8年10月13日　　　　　入院　　　　　青南病院

平成8年10月13日～平成12年4月21日　　　　　通院　　　　　青南病院

平成12年4月21日～平成12年7月8日　　　　 　入院　　　　　青南病院

平成12年7月8日～現在　　　　　　　　　　　 　通院　　　　　青南病院

	生活歴

昭和30年に八戸にて同胞4人の三男として出生。本人が小学校2・3年の頃両親が離婚する。その後父は再婚するが本人は継母と異母兄弟2人に苛められたという。八戸市立大館中学校卒業後、八戸工大一高へ進学。卒業後は上京して防虫剤等の化学反応現場（製造工程担当）に勤務するが2年で解雇される（理由は不明）。居場所不明となり、アパートの家賃を滞納していた為に支払いの連絡が父親にあり、居場所がわかり八戸に連れ戻される。八戸では仕事を転々とするが長く続かず（詳細は不明）、その後仕事には就かずにぶらぶらする。時期は不明であるが、家族への金銭要求・暴力行為が出現し、湊病院へ入院（詳細不明）。警察へ何度も保護される状態となり、昭和60年3月15日三沢聖心会病院受診し入院（～昭和60年5月10日）。昭和60年5月10日汐入病院へ転院（理由は不明）となり、その後昭和61年5月20日青南病院へ転院（～平成元年7月31日）。退院後、通院中断により幻聴・妄想などの症状が再燃して、平成3年10月31日当院入院（～平成8年10月13日）。退院後、生活訓練施設を経て、単身生活となり、仕事を行っていたが、平成11年11月対人関係にストレスを感じるようになり退職。以後、自宅に引きこもるようになり、服薬も不規則となり、上記症状再燃して、平成12年4月21日当院入院（～平成12年7月8日）。退院後はアパート生活を行い自宅療養となり、外来通院・服薬を継続している。生活保護を平成13年3月16日から平成13年12月1日まで受けていたが、現在は障害基礎年金2級と清掃業での給料で生活をしている。

	家族構成


	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

以前は兄が保護者であったが、兄が亡くなってからは妹が保護者となっている。本人から妹に電話を掛けている。その他の兄弟とは連絡のやり取りや交流は一切無い。


平成　19年　 7月　23日　（月）

	氏　名
	東山　昇　様
	男・女
	生年月日
	　昭和30年　　1月　　21日　（52歳）


	長期目標（中期・短期）

	・年金と給料の12万円でやりくりする。

・仕事を続けアパートでの生活を継続したい。




	これまでの経過

	・平成19年6月頃会社にて対人関係について悩み仕事を辞めるかどうか悩み、2週間程休んでいたが、部署を異動してもらい再び仕事（清掃業）をしている。現在仕事は休まずに通えている。仕事は清掃業で17時から23時前後で現場までの移動に1時間かかる。仕事が終わりアパートに着くのは深夜0時頃でその後食事を取りお風呂に入り2時頃就寝する。睡眠時間は2時から11時頃の約9時間。

・休みの前の日に色々予定を立てるが、朝早く目が覚めてしまい、イライラしてパチンコに行ってしまう。一度に三万円を使い、本人も金銭管理についてどうしたらよいのか解らず青明舎や、青山荘に電話で相談している。本人は、休みの日になると、行きたくなくてもパチンコ屋に行ってしまい、財布の中にあるお金をほとんど使ってしまう。ストレス発散の為にしているのではないと本人は話す、勝っても負けてもストレスが貯まると話す。

・本人は金銭管理について、社会福祉協議会を利用したいと話している。

・１ヶ月約12万円→家賃2万5千円→光熱費2万円→食費3万円→外来費2,500円→米20㌔6,000円→たばこ9,000円→借金（2万円）→残り7,500円


	問題点
	介入方法
	支援期間

	①金銭管理について
	・月に使うお金を給料や年金が入ったら、封筒に入れお小遣い等と区別するようにアドバイスをする。

・残ったお金の使い道について本人と一緒に話し合いを行う。


	　　3ヶ月

	②職場での対人関係について
	・本人からの訴えにその都度アドバイスを行う。

・青明舎に来所した際に面談を行いアドバイスする。


	　　3ヶ月


プラン計画者　氏名：馬渡　道伸　

修正プラン実施評価日： H　　年　　月　　日（月）　青山荘地域交流活動室
本人





梶間正子氏（宮城在住）





映子氏

















